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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫
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土建九条の会のパワー　主婦の会のみなさん





　調布｢憲法ひろば｣は、誕生４周年を記念する集会を2008年12月13日（土）午後2時半から開催。「たづくり」12階大会議場に約160人が参加して楽しいひと時を過ごしました。


　引き続き午後６時から同じ会場で行なった懇親会には67人が参加しました。
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　記念集会の第二部「みんなのひろば」は、調布「憲法ひろば」世話人大野哲夫さんの挨拶、五月に行われた「９条世界会議」調布実行委員会鵜澤希伊子さんの報告に続き、市内でそれぞれに活動する12団体が、日ごろの活動を披露。心を病む人に居場所を提供する「クッキングハウス」の歌、在日の人々と共にあることを目指す「多摩川九条の会」による「ウリナラコ」の歌唱指導。市内に残る掩体壕の保存を通じて戦争の記憶の風化に抵抗する「調布飛行場の掩体壕を保存する会」、九条改正反対の署名に取り組む「土建九条の会」の主婦パワー、毎月憲法を読みながらその時々の問題にアンテナを張る「憲法を読む会・柴崎」、あくまで地域密着にこだわる「深大寺九条の会」などのトーク。障碍を負う人々、子どもたちと「共に歩むネットワーク」のみなさんと「きよしこの夜」を歌い、「年金者組合」の女性たちのフラダンスに平和を噛みしめる一方で、「調友会」の被爆者の方のお話に戦争はまだ終わっていないという実感を新たにし、「新婦人平和部会」の粘り強い活動に励まされた。原水禁大会に代表団を送った調狛府中の青年たちの「ＳＡＶＥ九条の会」はギターと歌で「イマジン」を披露。最後に「調狛合唱団」が美しい歌声と元気な手話ダンスで、平和を訴えた。








E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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クッキングハウスのみなさん





　六時からの懇親会は、丸山真弘・狩野悠（早稲田ビートルマニア）さんの「イマジン」（右写真）で幕開け。「人」代表の大西さんはじめ、心に沁みるスピーチが続き、和やかな中にも有意義な会になった。若い人たちの参加もあって、前途が見える四周年となった。


　　石川康子・記





◇お礼とお詫び


　懇親会は多数のご参加有難うございました。予想を超えたご参加に料理の追加もままならず、参加者には失礼してしまったことをお詫びいたします。 （事務局）








　記念集会の第一部は、演劇企画集団「人」(じん)に構成していただいた。「人」は今年9月にせんがわ劇場で旗上げ公演をしたばかりの若い演劇集団。女優兼マネージャーの齋藤奎子さんが「憲法ひろば」のにゅーすを読んで下さったことから協力が実現した。代表大西桂太さんの演出による＜聞く絵本「むらさき花だいこん」＞は、南京虐殺に参加した若い兵士が、負傷して病院の窓から見える紫金山の麓に乱れ咲く美しい紫色の花の中で、自分の犯した罪に目覚め、その種を持ち帰り、平和への願いをこめて日本中に広めたという物語。大門高子さんの絵本をスライドにし、音楽と朗読劇を合わせたユニークなスタイルで、感動をよんだ。新井満さんの自由訳によるジョン・レノンの「イマジン」も、同じ手法で、新たな生命を与えられた。
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新婦人平和部会のみなさん











